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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期

第３四半期累計期間
第21期

会計期間
自平成29年10月１日
至平成30年６月30日

自平成28年10月１日
至平成29年９月30日

売上高 （千円） 7,525,273 8,504,920

経常利益 （千円） 1,783,941 1,165,398

四半期（当期）純利益 （千円） 1,171,217 854,949

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 478,558 13,258

発行済株式総数 （株） 16,301,250 105,925

純資産額 （千円） 4,201,901 2,594,753

総資産額 （千円） 7,147,482 5,053,755

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 73.69 53.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 69.52 －

１株当たり配当額 （円） 15.00 2,420.00

自己資本比率 （％） 58.79 51.34

 

回次
第22期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.35

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．第21期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社株式

は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．当社株式は、平成30年６月29日に東京証券取引所市場第一部に上場したため、第22期第３四半期累計期間の

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新規上場日から第22期第３四半期会計期間の末日

までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

６．当社は、第21期第３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第21期第３四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

７．当社は、平成30年２月12日開催の取締役会決議により、平成30年３月１日付で普通株式１株につき150株の

割合で株式分割を行っております。第21期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。なお、１株当た

り配当額につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、平成30年５月24日に提出した有価証券届

出書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　なお、当社は、前第３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間と

の比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や金融緩和策等を背景に企業収益及び雇用・所

得環境の改善傾向が続くなど、緩やかに回復しているものと見られます。

　当社の属する教育サービス業界におきましては、少子化による学齢人口の減少が続くなかで、社会制度の再構築

が徐々に進められており、学校教育、保育・民間教育、各種学校等の業界団体・企業を中心にさまざまな対応策を

講じることが必要になってきております。また、社会生活全般のＩＴ化が進むなかで、教育サービス業界におきま

しても、サービス形態の変化によって異業種からの参入が加速しており、企業間の競争が活発になるとともに、グ

ローバル化も進んでおります。

　当社は、このような状況のもと、中核事業であります「森塾」（個別指導塾）を平成30年３月に直営教室として

新たに８教室開校し、首都圏における認知度向上、規模の拡大を図るとともに、生徒の成績向上にまい進いたしま

した。また、夏期講習（７月・８月に実施）以降の新規集客のため、ＷＥＢプロモーションを中心とした広告宣伝

活動を積極的におこないました。

　以上の結果、「森塾」の新規開校教室の集客及び既存教室の生徒数推移が堅調であったことから、当第３四半期

累計期間の売上高は7,525,273千円、営業利益は1,819,104千円、経常利益は1,783,941千円、四半期純利益は

1,171,217千円となりました。

　なお、当社の業績は、「森塾」を中核事業とする学習塾サービスにおいて、夏期（７月・８月）、冬期（12月・

１月）、春期（３月・４月）の講習実施時期に、他の月と比較して売上高が増加する傾向にあります。また、教育

関連サービスのテキスト販売においては、新学期開始前の３月前後に売上高が集中する傾向にあります。

　当社は、教育サービス事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は、7,147,482千円（前事業年度末5,053,755千円）となり、2,093,727

千円増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加2,384,671千円によるものであります。

　当第３四半期会計期間末における負債は、2,945,581千円（前事業年度末2,459,001千円）となり、486,579千円

増加いたしました。これは主に、未払金の増加330,134千円及び未払法人税等の増加290,663千円によるものであり

ます。

　当第３四半期会計期間末における純資産は、4,201,901千円（前事業年度末2,594,753千円）となり、1,607,147

千円増加いたしました。これは、資本金の増加465,300千円、資本剰余金の増加465,300千円及び利益剰余金の増加

676,547千円によるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は、75,015千円となりました。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,301,250 17,131,050
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 16,301,250 17,131,050 － －

（注）１.当社株式は、平成30年６月29日に東京証券取引所市場第一部に上場いたしました。

　　　２.平成30年７月30日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資により、発行済株式総数が829,800株増加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年６月28日

（注）１
412,500 16,301,250 465,300 478,558 465,300 468,558

（注）１.有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　　　　　　　　　　発行価格　　　　2,400円

　　　　　　　　　　　　引受価額　　　　2,256円

　　　　　　　　　　　　資本組入額　　　1,128円

　　　　　　　　　　　　払込金総額　930,600千円

　　　２.平成30年７月30日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資により、発行済株式総数が829,800株増加し、資本金及び資本準備金がそれぞれ936,014千円増加しており

ます。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,888,600 158,886

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　 150 － －

発行済株式総数 15,888,750 － －

総株主の議決権 － 158,886 －

（注）１.平成30年６月28日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による増資により、

普通株式数が412,500株増加し、発行済株式総数は16,301,250株となっております。

２.平成30年７月30日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当

増資により、発行済株式総数が829,800株増加しております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
 
 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年４月１日から平成30

年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年10月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,207,901 4,592,573

売掛金 148,347 158,613

商品及び製品 145,747 195,386

仕掛品 14,981 17,429

未収入金 1,122,475 631,969

その他 157,595 268,669

貸倒引当金 △6,043 △18,025

流動資産合計 3,791,005 5,846,615

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 639,297 677,739

その他（純額） 56,361 53,364

有形固定資産合計 695,659 731,103

無形固定資産 104,475 93,877

投資その他の資産   

その他 462,685 475,991

貸倒引当金 △69 △105

投資その他の資産合計 462,615 475,886

固定資産合計 1,262,749 1,300,867

資産合計 5,053,755 7,147,482

負債の部   

流動負債   

買掛金 83,949 81,491

未払金 430,351 760,486

未払法人税等 283,522 574,185

前受金 989,559 657,472

賞与引当金 8,750 121,657

その他 301,185 354,884

流動負債合計 2,097,318 2,550,176

固定負債   

役員退職慰労引当金 71,024 72,704

退職給付引当金 53,956 62,239

資産除去債務 236,702 260,461

固定負債合計 361,683 395,404

負債合計 2,459,001 2,945,581

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,258 478,558

資本剰余金 3,258 468,558

利益剰余金 2,578,235 3,254,783

株主資本合計 2,594,753 4,201,901

純資産合計 2,594,753 4,201,901

負債純資産合計 5,053,755 7,147,482
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 7,525,273

売上原価 4,136,229

売上総利益 3,389,043

販売費及び一般管理費 1,569,939

営業利益 1,819,104

営業外収益  

受取利息 35

受取給付金 307

商標権売却収入 120

その他 4

営業外収益合計 467

営業外費用  

株式交付費 12,715

株式公開費用 22,318

その他 596

営業外費用合計 35,630

経常利益 1,783,941

税引前四半期純利益 1,783,941

法人税、住民税及び事業税 666,985

法人税等調整額 △54,261

法人税等合計 612,724

四半期純利益 1,171,217
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と貸出コミットメント契約を締結しておりま

す。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年９月30日）
当第３四半期会計期間
（平成30年６月30日）

貸出コミットメントの総額 500,000千円 500,000千円

借入実行残高 － －

差引額 500,000 500,000

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 72,215千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月28日

取締役会
普通株式 256,338 2,420.00 平成29年９月30日 平成29年12月22日 利益剰余金

平成30年５月14日

取締役会
普通株式 238,331 15.00 平成30年３月31日 平成30年５月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　当社株式は、平成30年６月29日に東京証券取引所市場第一部に上場し、平成30年６月28日を払込期日とする

有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による増資により、発行済株式総数が412,500株増加

いたしました。この結果、当第３四半期累計期間において資本及金び資本準備金がそれぞれ465,300千円増

加し、当第３四半期会計期間末において資本金が478,558千円、資本準備金が468,558千円となっておりま

す。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、教育サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 73.69円

　　（算定上の基礎）  

　　四半期純利益金額（千円） 1,171,217

　　普通株主に帰属しない金額（千円） ―

　　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,171,217

　　普通株式の期中平均株式数（株） 15,893,282

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 69.52円

　　（算定上の基礎）  

　　四半期純利益調整額（千円） ―

　　普通株式増加数（株） 953,129

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

―

（注）１　当社は、平成30年２月12日開催の取締役会決議により、平成30年３月１日付で普通株式１株につき150株の割

合で株式分割を行っております。期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２　当社株式は、平成30年６月29日に東京証券取引所市場第一部に上場したため、当第３四半期累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新規上場日から当第３四半期会計期間の末日までの平均株

価を期中平均株価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

　　　　（第三者割当による新株式の発行）

　当社は平成30年５月24日及び平成30年６月８日開催の取締役会において、オーバーアロットメントによる売出

しに関連して、野村證券株式会社が当社株主である平石明より借入れる当社普通株式の返還に必要な株式を取得

させるため、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式発行を下記のとおり決議しており、平成30年７月

30日に払込が完了いたしました。

（１）募集方法　　　　　　　　：第三者割当（オーバーアロットメントによる売出し）

（２）発行する株式の種類及び数：普通株式　829,800株

（３）払込金額　　　　　　　　：１株につき1,853円

（４）払込金額の総額　　　　　：1,537,619,400円

（５）割当価格　　　　　　　　：１株につき2,256円

（６）割当価格の総額　　　　　：1,872,028,800円

（７）資本組入額　　　　　　　：１株につき1,128円

（８）資本組入額の総額　　　　：936,014,400円

（９）割当先　　　　　　　　　：野村證券株式会社

（10）払込期日　　　　　　　　：平成30年７月30日

（11）資金の使途　　　　　　　：敷金及び保証金を含む設備資金、運転資金に充当する予定であります。
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２【その他】

　平成30年５月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………238,331千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………15.00円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年５月31日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

株式会社スプリックス

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福島　力

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川村　英紀

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スプ
リックスの平成29年10月１日から平成30年９月30日までの第22期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年４月１日から
平成30年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年10月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務諸
表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スプリックスの平成30年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終
了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
 
利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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